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(57)【要約】
【課題】ランプとランプソケットの組立性及び電気的接
続の信頼性が向上したランプソケット及びこれを有する
バックライトアセンブリを提供する。
【解決手段】ランプソケットは、ソケット本体３１、電
源印加部材４０、ソケットカバー、及び電極固定部材を
含む。電源印加部材４０は、接続ホールに配置され、上
部に配置されたランプ電極部２２を支持する。電源印加
部材４０には、電極部２２が配置される支持溝を形成す
ることができる。ソケットカバーは、着脱可能に一部が
接続ホールに配置される。ソケットカバーは、外力によ
って上下方向に動くことができる。電極固定部材は、ソ
ケットカバーに結合され、ソケットカバーに加えられた
外力に反応して電極部２２に接触される。バックライト
アセンブリは、収納容器、複数のランプ、及びランプソ
ケットを含む。したがって、ランプとランプソケットの
組立性及び電気的接続の信頼性が向上する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部及び下部方向に開口された接続ホールが形成されたソケット本体と、
　前記接続ホールに配置され、前記接続ホールの上部に配置されたランプの電極部を支持
する電源印加部材と、
　一部が前記接続ホールに挿入され、前記ソケット本体と着脱可能に結合されたソケット
カバーと、
　前記ソケットカバーに結合され、前記電極部に接触される電極固定部材と、を含むこと
を特徴とするランプソケット。
【請求項２】
　前記電極固定部材は、
　前記ソケットカバーに結合された第１固定部及び前記第１固定部から前記上方に向って
屈曲して前記電極部の第１側に接触される第１接触部を含む第１ランプ接続端子と、
　前記第１固定部と向い合うように前記ソケットカバーに結合された第２固定部及び前記
第２固定部から前記上方に向って屈曲して前記電極部の第２側に接触される第２接触部を
含む第２ランプ接続端子と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のランプソケット。
【請求項３】
　前記ランプの長手方向から観察する場合、前記電極部に接触された第１及び第２ランプ
接続端子は、Ｗ字形状に配置されることを特徴とする請求項２に記載のランプソケット。
【請求項４】
　前記接続ホールの左側及び右側の内側面は、前記第１ランプ接続端子と第２ランプ接続
端子との離隔間隔が狭くなるように導く傾斜面を含むことを特徴とする請求項２または３
に記載のランプソケット。
【請求項５】
　前記電源印加部材と対向する前記接続ホールの前方または後方の内側面には、前記第１
接触部及び第２接触部との間に突出して、前記ソケットカバーの位置によって前記第１接
触部と第２接触部との離隔間隔を調整する間隔調整突起が形成されることを特徴とする請
求項２～４のいずれか１項に記載のランプソケット。
【請求項６】
　前記ソケットカバーの下端部が前記接続ホールに挿入された第１位置にある場合、前記
第１及び第２接触部は前記間隔調整突起に接触して前記電極部から離隔し、
　前記ソケットカバーが前記第１位置より下方である第２位置まで挿入された場合、前記
第１及び第２接触部は、前記間隔調整突起の干渉から離脱して前記電極部の両側にそれぞ
れ接触することを特徴とする請求項５に記載のランプソケット。
【請求項７】
　前記間隔調整突起は、前記電極部の上部に位置し、
　前記第２位置における前記第１及び第２接触部の上端部は、前記間隔調整突起の下面に
対向することを特徴とする請求項６に記載のランプソケット。
【請求項８】
　前記第１及び第２ランプ接続端子には互いに対向する溝が形成されており、
　前記間隔調整突起は、前記電極部の下方に位置し、前記第２位置で前記溝によって形成
された収容空間に配置されたことを特徴とする請求項６に記載のランプソケット。
【請求項９】
　前記電源印加部材は、上端部に前記電極部が配置される支持溝が形成された電極支持端
子と、
　前記電極支持端子と一体に形成され、前記接続ホールの下部に配置されたインバータ接
続端子と、を含むことを特徴とする請求項２に記載のランプソケット。
【請求項１０】
　前記電源印加部材は、前記電極支持端子の左側及び右側の端部からそれぞれ突出したガ
イド部を更に含み、
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　前記第１ランプ接続端子及び第２ランプ接続端子は、前記ガイド部の間に介在されたこ
とを特徴とする請求項９に記載のランプソケット。
【請求項１１】
　前記ソケットカバーは、
　前記第１固定部が挿入される第１固定溝が形成された第１カバー部と、
　前記第２固定部が挿入される第２固定溝が形成され、前記第１カバー部と一体に形成さ
れ、かつ前記第１カバー部と対向する第２カバー部と、を含むことを特徴とする請求項２
に記載のランプソケット。
【請求項１２】
　前記接続ホールの左側及び右側方向の内側面にはそれぞれ締結溝が形成されており、
　前記第１カバー部及び第２カバー部の側面には前記締結溝にそれぞれ挿入される締結突
起が形成されたことを特徴とする請求項１１に記載のランプソケット。
【請求項１３】
　前記ソケット本体の上面には、前記ランプの端部が配置されるランプガイド溝が形成さ
れたことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載のランプソケット。
【請求項１４】
　上部及び下部方向に開口された接続溝が形成されたソケット本体と、
　前記接続ホールに配置され、上端部にランプの電極部が配置される支持溝が形成された
電源印加部材と、
　前記上部から前記電極部を囲んで接触される接触部及び前記接触部の左側及び右側の端
部からそれぞれ延長されて前記ソケット本体の左側及び右側の上端にそれぞれ引っかかる
係止部を含むソケットキャップと、を含むことを特徴とするランプソケット。
【請求項１５】
　前記ソケットキャップは、金属を含む材料で形成されたことを特徴とする請求項１４に
記載のランプソケット。
【請求項１６】
　前記係止部と対向する前記接続ホールの前記左側及び右側の内側面には係止溝が形成さ
れており、
　前記係止部には前記係止溝に引っかかって前記ソケットキャップの離脱を防止する係止
突起が形成されていることを特徴とする請求項１４または１５に記載のランプソケット。
【請求項１７】
　複数の開口が形成された底板及び前記底板の周辺部に配置された側壁を含む収納容器と
、
　前記底板に配置されたランプ本体及び前記ランプ本体の端部に形成された電極部を含む
複数のランプと、
　前記各開口に結合し、前記収納容器の内側及び外側に開口された接続ホールが形成され
たソケット本体、前記接続ホールに配置され、前記電極部を支持する電源印加部材、着脱
可能に一部が前記接続ホールに挿入されたソケットカバー、及び前記ソケットカバーに結
合され、前記電極部に接触された電極固定部材を含むランプソケットと、を含むことを特
徴とするバックライトアセンブリ。
【請求項１８】
　前記電極固定部材は、
　クランプ形状を有し、前記電極部の第１側に接触される第１ランプ接続端子と、
　前記第１ランプ接続端子と対応するクランプ状を有し、前記電極部の第２側に接触され
る第２ランプ接続端子と、を含むことを特徴とする請求項１７に記載のバックライトアセ
ンブリ。
【請求項１９】
　前記接続ホールの内側面には、前記第１ランプ接続端子と第２ランプ接続端子との間に
介在され、前記ソケットカバーに加えられた外力に反応して前記第１ランプ接続端子及び
第２ランプ接続端子と電極部との離隔間隔を調整する間隔調整突起が形成されたことを特
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徴とする請求項１８に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項２０】
　前記底板の背面に露出された前記電源印加部材に接触される電源出力端子が形成された
電源供給基板を更に含むことを特徴とする請求項１７～１９のいずれか１項に記載のバッ
クライトアセンブリ。
【請求項２１】
　前記ランプソケットがそれぞれ固定され、前記開口にそれぞれ並べられる複数のソケッ
ト固定部が形成された接続部材を更に含むことを特徴とする請求項１７～２０のいずれか
１項に記載のバックライトアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトアセンブリにかかわり、より詳細には、ランプソケット及びこ
れを有するバックライトアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、液晶表示装置に採用されるバックライトアセンブリは、光源の配置によって
直下型バックライトアセンブリ（ｄｉｒｅｃｔ　ｄｏｗｎｗａｒｄ　ｔｙｐｅ　ｂａｃｋ
　ｌｉｇｈｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）及びエッジ型バックライトアセンブリ（ｅｄｇｅ　ｔ
ｙｐｅ　ｂａｃｋ　ｌｉｇｈｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）に区分される。
【０００３】
　バックライトアセンブリに用いられる光源としては、冷陰極蛍光ランプ（ＣＣＦＬ）が
主に用いられている。冷陰極蛍光ランプが採用された直下型バックライトアセンブリは、
収納容器の底板上にランプを固定するためにランプホルダーまたはランプソケットを含む
ことができる。
【０００４】
　ランプホルダーを用いる場合、ランプの電極部とワイヤとをはんだ付けで連結し、手作
業でランプをランプホルダーに結合するので、組立性やはんだ付けの信頼性などにおいて
、問題が発生するおそれがあった。このような問題点を克服するために、ランプの電極部
とランプソケットとが差し込まれるランプソケットが開発されている。ランプソケットは
、ランプを固定させる機能とともにはんだ付けによらずランプの電極部と結合する構造を
有する。したがって、ランプソケット方式は、ランプホルダー方式より組立性及び信頼性
が向上された方式と認めることができる。
【０００５】
　ランプソケット方式では、プラスチック材質のソケット本体及び金属材質の電源印加タ
ーミナルの形状設計が重要である。特に、冷陰極蛍光ランプは、外力によって損傷を受け
易い。したがって、ランプのリード線が電源印加ターミナルに介在されるとき、挿入力が
減少し、電気的接触の信頼性を満たすように電源印加ターミナル及びソケット本体を設計
することがランプソケット技術の核心となっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の技術的な課題は、このような従来の問題点を解決するものであって、本発明の
目的は、ランプを結合させるときに外力による損傷を減少させ、電気的接続の信頼性を向
上させるランプソケットを提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、前記ランプソケットを含むバックライトアセンブリを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　前記の本発明の目的を実現するために、実施形態によるランプソケットは、ソケット本
体、電源印加部材、ソケットカバー、及び電極固定部材を含む。ソケット本体には、上部
及び下部方向に開口された接続ホールが形成される。電源印加部材は、接続ホールに配置
され、前記接続ホールの上部に配置されたランプの電力部を支持する。ソケットカバーは
、着脱可能に一部が接続ホールに配置される。電極固定部材は、ソケットカバーに結合さ
れ、電極部に接触される。
【０００９】
　一実施形態で、電極固定部材は、第１ランプ接続端子及び第２ランプ接続端子を含む。
第１ランプ接続端子は、第１固定部及び第１接触部を含む。第１固定部はソケットカバー
に固定される。第１接触部は、第１固定部から上方に湾曲してランプの電極部の第１側に
接触される。第２ランプ接続端子は、第２固定部及び第２接触部を含む。第２固定部は、
第１固定部と対向するようにソケットカバーに結合される。第２接触部は、第２固定部か
ら上方に湾曲して電極部の第２側に接触される。ランプの長手方向から観察する場合、電
極部に接触された第１ランプ接続端子及び第２ランプ接続端子はＷ字形状に配置される。
接続ホールの左側および右側方向の内側面は傾斜面を含むことができる。ソケットカバー
が接続ホールに挿入されることによって、傾斜面は第１ランプ接続端子と第２ランプ接続
端子との離隔間隔が狭くなるように導く。
【００１０】
　電源印加部材と対向する接続ホールの前方または後方の内側面には、間隔調整突起が形
成される。間隔調整突起は、第１接触部と第２接触部との間に突出する。間隔調整突起は
、ソケットカバーの位置によって前記第１接触部と第２接触部との離隔間隔を調整する。
ソケットカバーの下端部が前記接続ホールに挿入された第１位置にある場合、前記第１及
び第２接触部は前記間隔調整突起に接触して前記電極部から離隔する。ソケットカバーが
前記第１位置より下方である第２位置まで挿入される場合、前記第１及び第２接触部は、
前記間隔調整突起の干渉から離脱して前記電極部の両側にそれぞれ接触する。電源印加部
材は、電極支持端子及びインバータ接続端子を含む。電極支持端子の上端部には電極部が
配置される支持溝が形成される。インバータ接続端子は、電極支持端子と一体に形成され
、接続ホールの下部に配置される。電源印加部材は、電極支持端子の左側及び右側端部か
らそれぞれ突出されたガイド部を更に含むことができる。第１ランプ接続端子及び第２ラ
ンプ接続端子は、ガイド部の間に介在される。
【００１１】
　ソケットカバーは、互いに対向する第１カバー部及び第２カバー部を含むことができる
。第１カバー部には、第１固定部が挿入される第１固定溝が形成される。第２カバー部に
は、第２固定部が挿入される第２固定溝が形成される。接続ホールの左側及び右側の内側
方向の内側面にはそれぞれ締結溝が形成され、第１カバー部及び第２カバー部の側面には
前記締結溝にそれぞれ挿入される締結突起が形成される。ソケット本体の上面には、前記
ランプの端部が配置されるランプガイド溝が形成される。
【００１２】
　前記本発明の目的を実現するために、他の実施形態によるランプソケットは、ソケット
本体、電源印加部材及びソケットキャップを含む。ソケット本体には、上部及び下部方向
に開口された接続ホールが形成される。電源印加部材は接続ホールに配置され、上端部に
ランプの電極部が配置される支持溝が形成される。ソケットキャップは、接触部及び係止
溝を含む。接触部は、上方から前記電極部を囲んで接触される。係止部は、接触部の左側
及び右側の端部からそれぞれ延長されてソケット本体の左側及び右側の上端にそれぞれ引
っかかる。係止部と対向する接続ホールの内側面には係止溝が形成され、係止部には係止
溝に引っかかってソケットキャップの離脱を防止する係止突起が形成される。ソケットキ
ャップは、金属からなるか金属を含んでもよい。
【００１３】
　本発明の他の目的を実現するために、実施形態によるバックライトアセンブリは、収納
容器、複数のランプ、及び複数のランプソケットを含む。収納容器は、底板及び底板の周
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辺部に配置された側壁を含む。ランプは、ランプ本体及び前記ランプ本体の端部に形成さ
れた電極部を含む。ランプソケットは、ソケット本体、電源印加部材、ソケットカバー、
及び電極固定部材を含む。ソケット本体には収納容器の内側及び外側に開口された接続ホ
ールが形成される。ソケット本体には、底板の開口に結合される。電源印加部材は、接続
ホールに配置され、電極部を支持する。ソケットカバーは、着脱可能に一部が前記接続ホ
ールに挿入される。電極固定部材は、ソケットカバーに結合され、電極部に接触される。
【００１４】
　一実施形態で、電極固定部材は、互いに対向する第１ランプ接続端子及び第２ランプ接
続端子を含む。第１ランプ接続端子は、クランプ状を有し、電極部の第１側に接触される
。第２ランプ接続端子は、クランプ形状を有し、電極部の第２側に接触される。接続ホー
ルの内側面には、第１ランプ接続端子と第２ランプ接続端子との間に介在された間隔調整
突起が形成される。間隔調整突起は、ソケットカバーに加えられた圧力に反応して前記第
１ランプ接続端子及び第２ランプ接続端子と電極部との離隔間隔を調整する。
【００１５】
　バックライトアセンブリは、電源出力端子が形成された電源供給基板を更に含むことが
できる。電源出力端子は、底板の背面に露出された電源印加部材に接触される。バックラ
イトアセンブリは、連結部材を更に含むことができる。連結部材にはランプソケットがそ
れぞれ固定される複数のソケット固定部が形成される。連結部材には、ランプソケットが
底板の開口にそれぞれ並べられる。
【発明の効果】
【００１６】
　前記ランプソケット及びこれを有するバックライトアセンブリによると、容易にランプ
とランプソケット及びランプソケットと電源供給基板を組立てることができ、ランプの電
極部とランプソケットの端子との電気的接続の信頼性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付する図面を参照して本発明の望ましい実施形態を詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態によるランプソケットの斜視図である。図２は、図１に示
したランプソケットの分解斜視図である。
【００１９】
　図１及び図２を参照すると、ランプソケット３０は、ソケット本体３１、電源印加部材
４０、ソケットカバー５０、及び電極固定部材６０を含む。ランプソケット３０は、表示
装置で背面光を提供するランプ２０を収納容器に固定し、ランプ２０にランプ駆動電圧を
印加する。
【００２０】
　ソケット本体３１は、モールド成形物であり、ソケット本体３１には接続ホール３２が
形成されている。接続ホール３２は、上下方向（ｚ軸方向）に開口されており、接続ホー
ル３２の下部の一部領域は前後方向（ｘ軸方向）に開口されている。ソケット本体３１の
外側面の周りには、キャッチングジョー３３が更に形成されている。ソケット本体３１の
上面には丸みを持って湾曲したランプガイド溝３５が更に形成されている。ランプガイド
溝３５は、前後方向（ｘ軸方向）及び上方（＋ｚ軸方向）に開口されている。ランプガイ
ド溝３５は後方（－ｘ軸方向）において接続ホール３２に連通されている。ランプガイド
溝３５にはランプ本体２１の端部が配置される。ソケット本体３１には締結溝３７（締結
ホール）が更に形成されている。締結溝３７は、キャッチングジョー３３より上方に形成
され、左右方向（ｙ軸方向）に開口され、接続ホール３２と連通されている。
【００２１】
　電源印加部材４０は、導電性を有する金属からなり、インバータとランプ２０の電極部
２２を電気的に接続させる。電源印加部材４０は、一体に形成された電極支持端子４１及
びインバータ接続端子４５を含むことができる。
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【００２２】
　電極支持端子４１は、上下方向（ｚ軸方向）に延長されたプレートの形状を有する。電
極支持端子４１の上端部の中央には、支持溝４３が形成されている。支持溝４３は、電極
部２２の直径または厚さより大きい幅に形成されることが望ましい。電源印加部材４０は
、ガイド部４４を更に含むことができる。ガイド部４４は、電極支持端子４１の左側およ
び右側端部からそれぞれ前方（＋ｘ軸方向）に延長される。ガイド部４４は、電源印加部
材４０を接続ホール３２の指定された位置に配置させるように導く。
【００２３】
　インバータ接続端子４５は、電源供給基板の電源出力端子に物理的に接触することがで
きる。信頼性のある弾性的接触のためにインバータ接続端子４５は、ばね状、例えば、板
ばねの形状を有することができる。本実施形態で、インバータ接続端子４５は、電極支持
端子４１の下端部から前方（＋ｘ軸方向）に延長される。インバータ接続端子４５は、再
び湾曲され、後方（－ｘ軸方向）に所定長さだけ延長される。したがって、上下方向（ｚ
軸方向）に外力が加えられるか除去されることによって、インバータ接続端子４５は、弾
性変形されるか原状回復される。
【００２４】
　電源印加部材４０は、形状維持部４７を更に含むことができる。形状支持部４７は、六
面体ボックス形状を有する。形状維持部４７は、電極支持端子４１の下端部の少し上部に
連結されている。インバータ接続端子４５は、形状維持部４７の内部空間に配置されてい
る。
【００２５】
　電源印加部材４０は、下部から上部に向って接続ホール３２に挿入される。電極支持端
子４１の上端は、接続ホール３２の上部に露出される。インバータ接続端子４５は、接続
ホール３２の下部に配置されて前方に露出される。
【００２６】
　ランプ２０は、ランプ本体２１及びランプ本体２１の端部に形成された電極部２２を含
む。ランプ本体２１の端部は、ソケット本体３１に形成されたランプガイド溝３５に配置
される。ランプの電極部２２は、電極支持端子４１に形成された支持溝４３に配置される
。支持溝４３は、電極部２２の厚さまたは直径より広い幅に形成されているので、ランプ
の電極部２２を支持溝４３に配置するとき、挿入力が不必要である。
【００２７】
　図３は、図１に示したランプソケットをＩ－Ｉ’に沿って見た断面図である。
【００２８】
　図２及び図３を参照すると、ソケットカバー５０は、電極部２２を電極支持端子４１に
固定させて電極部２２と電極支持端子４１との電気的接続の信頼性を向上させる。ソケッ
トカバー５０は、着脱可能に一部が接続ホール３２に挿入される。ソケットカバー５０は
、接続ホール３２の左側及び右側の内側面に沿って上下方向に動くように接続ホール３２
に挿入される。ソケットカバー５０は、一体に形成された第１カバー部５１及び第２カバ
ー部５５を含むことができる。
【００２９】
　第１カバー部５１及び第２カバー部５５は、上下方向に延長された棒形状を有する。第
１カバー部５１及び第２カバー部５５は、互いに離隔して対向する。第１カバー部５１及
び第２カバー部５５は、互いに対向する部位からそれぞれ延長して互いに連結されている
。したがって、第１カバー部５１と第２カバー部５５との間には所定の収容空間が形成さ
れている。
【００３０】
　第１カバー部５１の前方（＋ｘ軸方向）の一面には略Ｊ字形状の第１固定溝が形成され
ている。第１カバー部５１の左側（－ｙ軸方向）側面には第１締結突起５２及び第２締結
突起５４が形成されている。第２締結突起５４は、第１締結突起５２より上部に形成され
ている。第２カバー部５５は、ｘ－ｚ平面に対して第１カバー部５１と対称的形状を有す
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る。したがって、第２カバー部５５にも略Ｊ形状の第２固定溝、第１締結突起５２及び第
２締結突起５４が形成されている。
【００３１】
　電極固定部材６０は、ソケットカバー５０に結合される。電極固定部材６０は、外力に
よってソケットカバー５０が接続ホール３２に挿入されることによってランプの電極部２
２に接触される。電極固定部材６０は電極部２２を電極支持端子４１上に固定させること
ができる多様な形状に設計することができる。本実施形態で、電極固定部材６０は、第１
ランプ接続端子６１及び第２ランプ接続端子６５を含む。
【００３２】
　第１ランプ接続端子６１は、第１カバー部５１に結合される。第２ランプ接続端子６５
は、第２カバー部５５に結合され、第１ランプ接続端子６１と対向する。第１ランプ接続
端子６１及び第２ランプ接続端子６５は、それぞれクランプ形状を有する。具体的に、第
１ランプ接続端子６１は、一体に形成された第１固定部６２及び第１接触部６４を含むこ
とができる。第２ランプ接続端子６５は、第２固定部６６及び第２接触部６８を含むこと
ができる。
【００３３】
　第１固定部６２は、Ｊ字形状の第１固定溝に対応する形状を有して第１固定溝に挿入さ
れている。したがって、第１固定部６２の上端は左右方向（ｙ軸方向）に延長し、第１固
定部６２の残りは上端から湾曲して下方に延長されている。第１接触部６４は、第１固定
部６２の下端から湾曲して第１カバー部５１と第２カバー部５５との間で上方に延長され
ている。
【００３４】
　第２固定部６６は、第２固定溝に対応する形状を有し、第２固定溝に挿入されている。
第２接触部６８は、第２固定部６６の下端から湾曲して第１カバー部５１と第２カバー部
５５との間で上方に延長されている。第１接触部６４及び第２接触部６８は互いに離隔し
て対向する。
【００３５】
　したがって、ランプ２０の長手方向、即ち、前後方向（ｘ軸方向）から観察する場合、
第１ランプ接続端子６１及び第２ランプ接続端子６５は、略Ｗ字形状に配置されている。
【００３６】
　図３に示したように、ソケットカバー５０の下端部が接続ホール３２に挿入される場合
、具体的にソケットカバー５０の第１締結突起５２がソケット本体３１の締結ホール３７
に挿入され、第２締結突起５４が接続ホール３２の外部に配置される場合を、ソケットカ
バー５０が第１位置にあると定義する。
【００３７】
　第１位置で、ランプの電極部２２は、図３に示したように、第１接触部６４と第２接触
部６８との間に位置する。第１位置で、電極部２２は、第１接触部６４と第２接触部６８
の下方に位置してもよい。第１位置で第１接触部６４及び第２接触部６８は、電極部２２
に接触するか離隔することができる。
【００３８】
　図４は、図１に示したランプソケットの他の斜視図である。図５は、図４に示したラン
プソケットをＩＩ－ＩＩ’に沿って見た断面図である。図６は、図４に示したランプソケ
ットをＩＩＩ－ＩＩＩ’に沿って見た断面図である。図４、図５、及び図６は、ソケット
カバーが接続ホールに更に挿入された状態を示す。
【００３９】
　図４、図５、及び図６に示したように、ソケットカバー５０に外力が加えられ、第１締
結突起５２及び第２締結突起５４がソケット本体３１の締結ホール３７に全部挿入された
場合を、ソケットカバー５０が第２位置にあると定義する。
【００４０】
　図３及び図５を参照すると、接続ホール３２の左右方向（ｙ軸方向）の内側面にはそれ
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ぞれ傾斜面が形成されている。前記第１位置で、第１ランプ接続端子６１及び第２ランプ
接続端子６５の湾曲された部分は傾斜面にかかっている。上方からソケットカバー５０を
加圧すると、第１固定部６２及び第２固定部６６は、それぞれ傾斜面に沿って導かれる。
【００４１】
　したがって、前記第１位置より前記第２位置で第１接触部６４と第２接触部６８との離
隔間隔が狭くなる。その結果、第１固定部６２及び第２固定部６６は、電源印加部材４０
のガイド部４４の間に介在される。また、第１接触部６４及び第２接触部６８は、電極部
２２の両側にそれぞれ接触される。したがって、電源印加部材４０、電極固定部材６０、
及び電極部２２は、相互に通電する。
【００４２】
　電極部２２は、図５及び図６に示したように、電極支持端子４１、第１接触部６４、及
び第２接触部６８によって上下方向（ｚ軸方向）及び左右方向（ｙ軸方向）に拘束される
。したがって、電極支持端子４１と電極部２２との電気的接続の信頼性が向上する。
【００４３】
　図７は、本発明の他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【００４４】
　図７を参照すると、ランプソケット１３０は、ソケット本体１３１、電源印加部材１４
０、ソケットカバー１５０、及び電極固定部材１６０を含む。ランプソケット１３０は、
ソケット本体１３１及び電極固定部材１６０を除いては図１ないし図６に示したソケット
本体３１と実質的に同一である。
【００４５】
　ソケット本体１３１は、間隔調整突起１３４が形成された点を除いては図１ないし図６
に示したソケット本体３１と実質的に同一である。したがって、ソケット本体１３１には
、上下方向（ｚ軸方向）に開口された接続ホール１３２及び左右方向（ｙ軸方向）側面に
締結ホール１３７が形成されている。接続ホール１３２には、電源印加部材１４０が挿入
されている。電源印加部材１４０の電極支持端子１４１は接続ホール１３２の上部に配置
されており、インバータ接続端子１４５は、接続ホール１３２の下部に配置されて前方に
露出されている。
【００４６】
　電極固定部材１６０は、第１ランプ接続端子１６１及び第２ランプ接続端子１６５を含
む。第１ランプ接続端子１６１は、第１固定部１６２及び第１接触部１６４を含む。第２
ランプ接続端子１６５は、第２固定部１６６及び第２接触部１６８を含む。第１ランプ接
続端子１６１及び第２ランプ接続端子１６５は、第１接触部１６４及び第２接触部１６８
の形状を除いては図１ないし図６に示した第１ランプ接続端子６１及び第２ランプ接続端
子６５と実質的に同一である。
【００４７】
　第１接触部１６４及び第２接触部１６８は、外力が加えられない場合、互いに接触する
ことができる。第１接触部１６４の上端は左側（－ｙ軸方向）に湾曲しており、第２接触
部１６８の上端は、右側（＋ｙ軸方向）に湾曲している。したがって、外力が加えられな
い場合、第１接触部１６４及び第２接触部１６８は、Ｖ字形状に配置することができる。
【００４８】
　間隔調整突起１３４は、ソケットカバー１５０の位置によって第１接触部１６４と第２
接触部１６８との離隔間隔を調整する。間隔調整突起１３４は、電極支持端子１４１と対
向する接続ホール１３２の内側面に形成することができる。本実施形態で、間隔調整突起
１３４は、接続ホール１３２の後方（－ｘ軸方向）の内側面から第１接触部１６４と第２
接触部１６８との間に突出している。間隔調整突起１３４は、電極支持端子１４１に配置
された電極部の上方に形成されている。
【００４９】
　図８は、図７に示したランプソケットをＩＶ－ＩＶ’に沿って見た断面図である。図８
は、ソケットカバー１５０の第１締結突起１５２が締結ホール１３７に挿入されており、
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第２締結突起１５４が締結ホールの外部に位置してソケットカバー１５０が第１位置にあ
る場合を示す。
【００５０】
　図８を参照すると、ソケットカバー１５０が第１位置にある場合、第１接触部１６４及
び第２接触部１６８は、間隔調整突起１３４の側面に接触されている。ここで、第１接触
部１６４及び第２接触部１６８は、弾性変形されて電極部１２２から離隔されている。第
１ランプ接続端子１６１及び第２ランプ接続端子１２２から離隔されている。第１ランプ
接続端子１６１及び第２ランプ接続端子１６５の湾曲した部分は、接続ホール１３２の内
側面に形成された傾斜面に接触されるか離隔することができる。
【００５１】
　図９は、図７に示したランプソケットの他の断面図である。図９は、ソケットカバー１
５０の第１締結突起１５２及び第２締結突起１５４が締結ホール１３７に挿入されてソケ
ットカバー１５０が第２位置にある場合を示す。
【００５２】
　図９を参照すると、ソケットカバー１５０が第２位置にある場合、第１接触部１６４及
び第２接触部１６８の上端は間隔調整突起１３４の下面に対向する。第１接触部１６４及
び第２接触部１６８は、間隔調整突起１３４の干渉から離脱して弾性力によって原状復帰
する。第１接触部１６４及び第２接触部１６８は、原状回復され、電極部１２２に接触す
る。したがって、電極部１２２は、電極支持端子１４１、第１接触部１６４及び第２接触
部１６８によって上下方向及び左右方向に拘束される。
【００５３】
　図１０は、本発明の更に他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【００５４】
　図１０を参照すると、ランプソケット２３０は、ソケット本体２３１、電源印加部材２
４０、ソケットカバー２５０、及び電極固定部材２６０を含む。ランプソケット２３０は
、ソケット本体２３１及び電極固定部材２６０を除いては図１ないし図６に示したランプ
ソケット３０と実質的に同一である。
【００５５】
　ソケット本体２３１は、間隔調整突起２３４が形成されたことを除いては図１ないし図
６に示したソケット本体３１と実質的に同一である。したがって、ソケット本体２３１に
は上下方向（ｚ軸方向）に開口された接続ホール２３２及び左右方向（ｙ軸方向）側面に
締結ホール２３７が形成されている。接続ホール２３２には、電源印加部材が挿入されて
いる。電源印加部材の電極支持端子２４１は、接続ホール２３２の上部に配置されており
、インバータ接続端子２４５は接続ホール２３２の下部に配置され、前方に露出されてい
る。
【００５６】
　図１１は、図１０に示したランプソケットをＶ－Ｖ’に沿って見た断面図である。
【００５７】
　図１０及び図１１を参照すると、電極固定部材２６０は、第１ランプ接続端子２６１及
び第２ランプ接続端子２６５を含む。第１ランプ接続端子２６１は、第１固定部２６２及
び第１接触部２６４を含む。第２ランプ接続端子２６５は、第２固定部２６６及び第２接
触部２６８を含む。第１ランプ接続端子２６１及び第２ランプ接続端子２６５は、第１接
触部２６４及び第２接触部２６８を除いては図１ないし図６に示した第１ランプ接続端子
６１及び第２ランプ接続端子６５と実質的に同一である。
【００５８】
　第１接触部２６４の中央部付近には第１固定部２６２に向って凸な第１溝２６３が形成
されている。第２接触部２６８の中央部付近には第２固定部２６６に向って凸な第２溝２
６７が形成されている。第１接触部２６４及び第２接触部２６８は外力が加えられない場
合、互いに接触することができる。この場合、第１溝２６３及び第２溝２６７は互いに対
向し、所定の収容空間を形成する。
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【００５９】
　間隔調整突起２３４は、ソケットカバー２５０の位置によって第１接触部２６４と第２
接触部２６８との離隔間隔を調整する。本実施形態で、間隔調整突起２３４は、接続ホー
ル２３２の前方（＋ｘ軸方向）の内側面から第１接触部２６４と第２接触部２６８との間
に突出している。間隔調整突起２３４は、電極支持端子２４１に配置された電極部２２２
の下方に形成されている。
【００６０】
　図１１は、ソケットカバー２５０の第１締結突起２５２が締結ホール２３７に挿入され
ており、第２締結突起２５４が締結溝２３７の外部に位置してソケットカバー２５０が第
１位置にある場合を示す。ソケットカバー２５０が第１位置にある場合、第１接触部２６
４及び第２接触部２６８の下部は、間隔調整突起２３４の側面に接触されている。第１接
触部２６４及び第２接触部２６８は、弾性変形され、電極部２２２から離隔している。
【００６１】
　図１２は、図１０に示したランプソケットの他の断面図である。図１２は、ソケットカ
バー２５０の第１締結突起２５２及び第２締結突起２５４が締結ホール２３７に挿入され
、ソケットカバー２５０が第２位置にある場合を示す。
【００６２】
　図１２を参照すると、ソケットカバー２５０が第２位置にある場合、間隔調整突起２３
４は、第１溝２６３及び第２溝２６７によって形成された収容空間に配置される。したが
って、第１接触部２６４及び第２接触部２６８は、間隔調整突起２３４の干渉から離脱し
て弾性力によって原状復帰される。第１接触部２６４及び第２接触部２６８の上部は、原
状回復され、電極部２２２にそれぞれ接触される。その結果、電極部２２２は、電極支持
端子２４１、第１接触部２６４及び第２接触部２６８によって上下方向（ｚ軸方向）及び
左右方向（ｙ軸方向）に拘束される。
【００６３】
　図１３は、本発明の更に他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【００６４】
　図１３を参照すると、ランプソケット４３０は、ソケット本体４３１、電源印加部材４
４０、及びソケットキャップ４５０を含む。
【００６５】
　ソケット本体４３１には、上下方向（ｚ軸方向）に開口された接続ホール４３２が形成
されている。ソケット本体４３１は、左右方向に締結ホールが設けられず、係止溝４３４
が形成されたことを除いては図１ないし図６に示したソケット本体３１と実質的に同一で
ある。係止溝４３４は、接続ホール４３２の左右方向（ｙ軸方向）の内側面にそれぞれ形
成されている。
【００６６】
　電源印加部材４４０は、図１ないし図６に示した電源印加部材４０と実質的に同一であ
る。したがって、電源印加部材４４０は、電極支持端子４４１及びインバータ接続端子４
４５を含む。電極支持端子４４１は、接続ホール４３２の上部に露出され、インバータ接
続端子４４５は、接続ホール４３２の下部に配置されている。電極支持端子４４１の上端
部には、ランプの電極部４２２が配置される支持溝が形成されている。電極支持端子４４
１の上端部は、係止溝４３４とほぼ類似な高さまたは少し下方に形成されている。
【００６７】
　図１４は、図１３に示したランプソケットの斜視図である。図１５は、図１４に示した
ランプソケットをＶＩ－ＶＩ’に沿って見た断面図である。
【００６８】
　図１４及び図１５を参照すると、ソケットキャップ４５０は、接続ホール４３２に一部
挿入されて電極支持端子４４１に配置された電極部４２２に接触される。ソケットキャッ
プ４５０は、導電性金属で形成することができる。ソケットキャップ４５０は、接触部４
５１、第１係止部４５３、及び第２係止部４５５を含む。
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【００６９】
　接触部４５１は、上方から電極部４２２を囲んで接触される。接触部４５１は、略ｎ字
形状を有する。第１係止部４５３及び第２係止部４５５は、それぞれ接触部４５１の左側
及び右側の端部から湾曲して上方に延長される。第１係止部４５３の端部は、左側に湾曲
してソケット本体４３１の左側上端に引っかかり、第２係止部４５５の端部は右側に湾曲
してソケット本体４３１の右側上端に引っかかる。したがって、前後方向（ｘ軸方向）か
ら観察する場合、ソケットキャプ４５０は、略Ｗ字形状を有する。
【００７０】
　第１係止部４５３の一部が切開されて、左側に突出する第１係止突起４５４が形成され
る。第１係止部４５５の一部が切開されて、右側に突出する第２係止突起４５６が形成さ
れる。ソケットキャップ４５０が接続ホール４３２の上部から挿入されると、第１係止突
起４５４及び第２係止突起４５６は、接続ホール４３２の左右方向（ｙ軸方向）側面によ
って加圧される。ソケットキャップ４５０の接触部４５１が電極部４２２に接触されると
、第１係止突起４５４及び第２係止突起４５６は復元され、係止溝４３４にそれぞれ挿入
される。したがって、電極部４２２は、電極支持端子４４１及びソケットキャップ４５０
によって上下方向（ｚ軸方向）及び左右方向（ｙ軸方向）に拘束される。
【００７１】
　図１６は、本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリの分解斜視図である。図
１７は、図１６に示したバックライトアセンブリをＶＩＩ－ＶＩＩ’に沿って見た断面図
である。
【００７２】
　図１６及び図１７を参照すると、バックライトアセンブリ６００は、収納容器６１０、
複数のランプ６２０、及び複数のランプソケット６３０を含む。
【００７３】
　収納容器６１０は、底板６０１、底板６０１の周辺部に配置された第１側壁６１１、第
２側壁６１３、第３側壁６１５、及び第４側壁６１７を含む。第１側壁６１１及び第２側
壁６１３は、互いに対向するように配置される。第３側壁６１５及び第４側壁６１７は、
互いに対向するように配置され、第１側壁６１１及び第２側壁６１３にそれぞれ連結され
る。第１側壁６１１、第２側壁６１３、第３側壁６１５、及び第４側壁６１７の上端には
段差部が形成される。第１側壁６１１及び第２側壁６１３付近の底板６０１には、複数の
開口６０５が形成される。
【００７４】
　ランプソケット６３０は、図１ないし図６に示したランプソケット３０と実質的に同一
である。したがって、ランプソケット６３０は、ソケット本体６３１、電源印加部材６４
０、ソケットカバー６５０、及び電極固定部材を含む。他の実施形態で、ランプソケット
６３０は、図７、図８、及び図９に示したランプソケット１３０または図１０、図１１、
及び図１２に示したランプソケット２３０または図１３、図１４、及び図１５に示したラ
ンプソケット４３０に代替することができる。
【００７５】
　バックライトアセンブリ６００は、連結部材７１０を更に含むことができる。
【００７６】
　連結部材７１０は、一方向に長く延長されたプレート形状を有する。連結部材７１０に
は複数のソケット固定部が一定の間隔に形成されている。ソケット固定部は、本実施形態
のように固定ホールであるか固定溝であってもよい。
【００７７】
　各ランプソケット６３０は、連結部材７１０に形成された固定ホールにそれぞれ挿入さ
れる。連結部材７１０は、第１側壁６１１及び第２側壁６１３の付近にそれぞれ配置され
る。連結部材７１０に挿入されたランプソケット６３０は、底板６０１に形成された開口
６０５にそれぞれ挿入される。ソケット本体６３１に形成された接続ホールは、収納容器
６１０の内側及び外側に通じるように配置される。電源印加部材６４０の電極支持端子６
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４１は、接続ホールの上部、即ち、収納容器６１０の内側に露出される。電源印加部材６
４０のインバータ接続端子６４５は、接続ホールの下部、即ち、収納容器６１０の外側に
露出される。ランプソケット６３０にランプ６２０が結合する前には、ソケットカバー６
５０の第１締結突起６５２は、ソケット本体６３１に形成された締結ホールに挿入されて
おり、ソケットカバー６５０の第２締結突起６５４は、締結ホールの外部に位置する。
【００７８】
　図１８は、図１６に示したバックライトアセンブリをＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’に沿って見
た断面図である。
図１７及び図１８を参照すると、ランプ６２０は、人の手によってまたはランプローディ
ング装置によって各ランプソケット６３０に結合される。ランプ６２０は、底板６０１に
互いに平行に配置され光を出射する。ランプ６２０は、長手方向が第１側壁６１１から第
２側壁６１３に向う方向と平行に配置される。
【００７９】
　ランプ６２０は、ランプ本体６２１及び電極部６２２を含む。ランプ本体６２１は、直
管形状を有し、内部に注入されたアルゴン及び水銀のような放電ガスを含む。ランプ本体
６２１の端部には電極部６２２が配置される。電極部６２２は、放電電極及びリード線を
含む。放電電極は、ランプ本体６２１の内部に配置され、リード線は放電電極からランプ
本体６２１の外部に延長する。他の実施形態で、ランプ６２０は、外部電極蛍光ランプ（
Ｅｘｔｅｒｎａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ；ＥＥＦＬ
）であってもよい。
【００８０】
　ランプ本体６２１の端部は、ソケット本体６３１に形成されたランプガイド溝６３５に
配置され、電極部６２２は、電極支持端子６４１に形成された支持溝に配置される。その
後、ソケットカバー６５０が加圧され、ソケットカバーは第２位置に配置される。これに
よって、ソケットカバー６５０に固定された電極固定部材は、電極部６２２に接触される
。
【００８１】
　電極固定部材は、第１ランプ接続端子６６１及び第２ランプ接続端子６６５を含む。第
１ランプ接続端子６６１及び第２ランプ接続端子６６５は、電極部６２２の両側にそれぞ
れ接続される。第１ランプ接続端子６６１及び第２ランプ接続端子６６５は、電極部６２
２に接触され、動くことができる。したがって、ソケットカバー６５０が接続ホール６３
２に挿入される過程で、電極部６２２に過度な外力が加えられることを防止することがで
きる。
【００８２】
　バックライトアセンブリ６００は、電源供給基板７３０及び保護ケース７３５を更に含
むことができる。電源供給基板７３０は、底板６０１の外面に配置され、ランプ駆動電圧
を出力する。電源供給基板７３０は、印刷回路基板及び印刷回路基板に実装された電源供
給素子を含むことができる。
【００８３】
　ソケット本体６３１の接続ホール６３２の下部の一部領域は、図１及び図２で説明した
ように、前後方向、即ち、ランプ６２０の長手方向に一部開口されている。電源供給基板
７３０の第１側の端部には複数の突出部が形成されている。前記突出部にはそれぞれ電源
出力端子が形成されている。電源出力端子は、例えば、印刷回路基板に形成された導電配
線の一部が表面に露出して形成することができる。前記突出部は、各ランプソケット６３
０に対応し、各接続ホール６３２の下部に挿入される。インバータ接続端子６４５は、電
源出力端子に物理的に接触される。
【００８４】
　保護ケース７３５は、電源供給基板７３０を覆って電源供給基板７３０を保護し、電磁
波の流入及び流出を遮断する。
【００８５】
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　バックライトアセンブリ６００は、サイドカバー７５０及び光学シート７７０を更に含
むことができる。
【００８６】
　各サイドカバー７５０は、第１側壁６１１側及び第２側壁６１３側にそれぞれ配置され
たランプソケット６３０を覆って保護する。光学シート７７０は、ランプ６２０から出射
された光の光学特性を向上させて出射する。光学シート７７０は、順序に積層された拡散
板７７１、拡散シート７７３、及び集光シート７７５を含むことができる。光学シート７
７０は、ランプ６２０と底板６０１との間に配置された反射シート６０７をさらに含むこ
とができる。拡散板７７１、拡散シート７７３、及び集光シート７７５は、第３側壁４１
５、第４側壁４１７、及びサイドカバー７５０に形成された段差部によって支持される。
【００８７】
　以上、詳細に説明したような本発明によると、ランプソケットの電源印加部材は、ラン
プの電極部及び電源供給基板の電源出力端子にそれぞれ着脱式で結合され、直接接触され
る。したがって、ランプとランプソケット及びランプソケットと電源供給基板の組立性が
向上する。
【００８８】
　また、ランプの電極部は、電源印加部材の電極支持端子に挿入力の必要なしに配置され
、ソケットカバーに結合された電極固定部材は、電極部を電極支持端子上に固定させる。
したがって、ランプをランプソケットに結合させるとき、外力による損傷が減少し、電極
部と電源印加部材との電気的接続の信頼性が向上する。
【００８９】
　以上、本発明の実施形態によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発
明が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離脱
することなく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の一実施形態によるランプソケットの斜視図である。
【図２】図１に示したランプソケットの分解斜視図である。
【図３】図１に示したランプソケットをＩ－Ｉ’に沿って見た断面図である。
【図４】図１に示したランプソケットの他の斜視図である。
【図５】図４に示したランプソケットをＩＩ－ＩＩ’に沿って見た断面図である。
【図６】図４に示したランプソケットをＩＩＩ－ＩＩＩ’に沿って見た断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【図８】図７に示したランプソケットをＩＶ－ＩＶ’に沿って見た断面図である。
【図９】図７に示したランプソケットの他の断面図である。
【図１０】本発明の更に他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【図１１】図１０に示したランプソケットをＶ－Ｖ’に沿って見た断面図である。
【図１２】図１０に示したランプソケットの他の断面図である。
【図１３】本発明の更に他の実施形態によるランプソケットの分解斜視図である。
【図１４】図１３に示したス地味。
【図１５】図１４に示したランプソケットをＶＩ－ＶＩ’に沿って見た断面図である。
【図１６】本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリの分解斜視図である。
【図１７】図１６に示したバックライトアセンブリをＶＩＩ－ＶＩＩ’に沿って見た断面
図である。
【図１８】図１６に示したバックライトアセンブリをＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’に沿って見た
断面図である。
【符号の説明】
【００９１】
　　２０　　ランプ、
　　２１　　ランプ本体、
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　　２２　　電極部、
　　３０　　ランプソケット、
　　３１　　ソケット本体、
　　３２　　接続ホール、
　　３３　　キャッチングジョー、
　　３５　　ランプガイド溝、
　　３７　　締結ホール（締結溝）、
　　４０　　電源印加部材
　　４１　　電極支持端子、
　　４３　　支持溝、
　　４４　　ガイド部、
　　４５　　インバータ接続端子、
　　５０　　ソケットカバー、
　　５１、５５　　カバー部、
　　５２　　第１締結突起、
　　５４　　第２締結突起、
　　６０　　電極固定部材、
　　６１、６５　　ランプ接続端子、
　　６２、６６　　固定部、
　　６４、６８　　接触部、
　　１３４、２３４　　間隔調整突起、
　　４３４　　係止溝、
　　４５０　　ソケットキャップ、
　　４５１　　接触部、
　　４５３、４５５　　係止部、
　　４５４、４５６　　係止突起、
　　６００　　バックライトアセンブリ、
　　６１０　　収納容器、
　　７３０　　電源供給基板、
　　７３５　　保護ケース、
　　７５０　　サイドカバー、
　　７７０　　光学シート。
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